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学習者が発展的に考えることを支援する

モデルプレートの開発とその検証

第50回 秋期研究大会
平成29年11月５日（日）9:50～10:30 愛知教育大学201教室

佐藤 学 重松 敬一 赤井 利行
秋田大学 奈良教育大学名誉教授 大阪総合保育大学

杜 威 新木 伸次 椎名 美穂子
秋田大学 国士舘大学 秋田県総合教育センター

次期学習指導要領との関連〔目標〕

 具体的目標

＜小学校算数＞

(2) 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力，

基礎的・基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的

に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表し

たり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。

＜中学校数学＞

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性

質を見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて

事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

＊文部科学省（2017a）「小学校学習指導要領」
＊文部科学省（2017b）「中学校学習指導要領」
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次期学習指導要領との関連〔数学的活動〕

＜小学校算数の例（第１学年）＞

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ図形」，「Ｃ変化と関係」及び「Ｄデータの活

用」に示す学習については，次のような数学的活動に取り組むもの

とする。

イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだして解決し，結果を確

かめたり，発展的に考察したりする活動

＜中学校数学の例（第１学年）＞

(1) 「Ａ数と式」，「Ｂ図形」，「Ｃ関数」及び「Ｄデータの活用」の学習やそ

れらを相互に関連付けた学習において，次のような数学的活動に

取り組むものとする。

イ 数学の事象から問題を見いだし解決したり，解決の過程や結果を

振り返って統合的・発展的に考察したりする活動

＊文部科学省（2017a）「小学校学習指導要領」
＊文部科学省（2017b）「中学校学習指導要領」

次期学習指導要領との関連〔数学的な見方・考え方〕

＜小学校算数＞

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，

根拠を基に筋道を立てて考え，統合的・発展的に考えること。

＜中学校数学＞

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，

論理的，統合的・発展的に考えること。

＊文部科学省（2017c）「小学校学習指導要領解説算数編」
＊文部科学省（2017d）「中学校学習指導要領解説数学編」
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研究の目的と経緯

2016年 教師を対象にした意識調査の実施と分析。

→「発展的に考える授業についての理解が十分でないこと」，「発展

的に考える指導法が確立されていないこと」，「発展的に考える学習

は上位～中位を対象にしたものであり，課題のある児童には困難で

あるという意識が根底にあること」の３点を明らかにした。

2017年 発展的に考えることを定義。

→「発見的発展」と「構造的発展」から捉えることとした。

発展的に考える授業のモデルを開発。

→iQed法（吉岡・重松，2015）をもとに開発した。

全ての学習者が発展的に考える算数・数学の授業の構築

発展的に考えている児童生徒のイメージ

Ｑ．知識を獲得したり問題を解決したりした後，＜発展的に考えている児童・
生徒＞について，あなたはどのような姿をイメージしますか。

類型 小学校 中学校

① 多様に考える 20.3 18.0 
② 既習と関連付ける 13.2 12.0 
③ 条件・観点を変える 6.6 8.0 
④ 活用する 31.3 20.0 
⑤ 問題をつくる 12.1 2.0 
⑥ 難問を解く 14.3 10.0 
⑦ 意欲的である 24.7 18.0 
⑧ 学び方を身に付けている 8.2 6.0 
⑨ その他 12.1 24.0 
⓪ 無回答 8.8 24.0 
※各類型の反応率は回答者数を100としたときの割合（複数回答あり）

 「④活用する」の反応率が最も高い要因として，全国学力・学習状況調査のＢ問題

の影響があると考えられる。

 「①多様に考える」，「⑦意欲的である」には，主体的な学習の姿をイメージしている

が，発展的に考えることについての理解が不十分であることを示している。
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発展的に考えることの指導効果

Ｑ．＜発展的に考えること＞は，児童生徒にとってどのような効果が期待できると思
いますか。児童生徒の理解の程度にあわせて，あなたの考えを教えてください。

類型
小学校 中学校

上位～中位 下位 上位～中位 下位

① 関心・意欲・態度 58.2 24.7 38.0 32.0

② 理解力 20.3 23.6 16.0 22.0

③ 系統性 17.0 8.2 16.0 8.0

④ 思考体験 1.1 10.4 6.0 10.0

⑤ 困難さ 0.0 12.6 0.0 14.0

⑥ 思考力 32.4 2.2 44.0 2.0

⑦ 問題解決能力 9.3 1.1 4.0 0.0

⑨ その他 1.1 3.3 0.0 2.0

※各類型の反応率は回答者数を100としたときの割合（複数回答あり）

 小学校，中学校ともに，「上位～中位」では「①関心・意欲・態度」，「⑥思考力」の反応率が高くなっている。

 小学校，中学校ともに，「下位」では「①関心・意欲・態度」，「②理解力」の反応率が高くなっている。また，「⑤

困難さ」の反応がみられる。具体的には「発展的に考えることは難しい」「問題を解くことは負担になる」といった

回答がみられた。

これまでの研究からの知見と本発表の目的

＜これまでの研究からの知見＞

 教師の理解が不十分であり，指導法も確立されていない。

 学習者が「発見的発展」や「構造的発展」の構えを形成する

こと。

 「発見的発展」から「構造的発展」への過程における気付き

に関わって，教師の口癖や態度癖が示唆となって働くこと。

＜本稿における目的＞

学習者が発展的に考えることを支援するモデルプレートを開

発し，一定期間の試行からその機能の検証と改善を行う。
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２．発展的に考えること２．発展的に考えること

本研究における「発展的に考えること」の捉え方

発見的発展 構造的発展 新たな発展

構造的な発展のきっか

けを生み出す，当面の

問題（狭義の意味）から

次の問題（狭義の意

味）へと発見的な気付

きの過程。

構造化に向けて新しく見出した概

念や性質をより広い立場にも適用

しようとすることの「統合」の働きと，

その構造化に向けた「簡潔・明瞭・

的確」と「一般化」の働きと，その

過程。

発見的発展の過程で得

た知的欲求により，構造

化した概念や性質を，

「数値を変える」「場面を

変える」「数値と場面を

変える」「考察の視点を

変える」を行い，新たに

発展させる過程。

・統合的，発展的に考察（文部省，1968・1969）
・統合的・発展的に考察する力

（文部科学省，2017）
・統合といった観点による発展的な考察（中島，

1982）
・数学はものごとを発展的，統合的にみてより

簡潔・明瞭・的確なものを求め続ける態度に支

えられている。（清水，2006）
・内包的一般化と外延的一般化（Dörfler，
1991）
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３．モデルプレートの開発３．モデルプレートの開発

発展的に考えることに関連した実践事例の分析

 授業者が発展的に考えることを意図した授業実践

の観察とその分析

• 小学校第2学年「箱の形」（第4時／全6時間）

（秋田県公立小，2016.2）
• 小学校第５学年「小数の除法」（第1時／全14時間）

（秋田県公立小，2016.6）
• 小学校第６学年「円の面積」（第8時／全9時間）

（秋田県国立小，2016.9）
• 小学校第2学年「乗法九九の構成(2)」（第７時／全17時間）

（広島県公立小，2016.10）
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発展的に考えることに関連した実践事例の分析

 授業者が発展的に考えることを意図した先行実践

記録の分析

• 小学校第１学年「10より大きい数」（第7時／全7時間）

（福岡県公立小，2003）
• 小学校第３学年「かけ算のきまり」（第6時／全6時間）

（埼玉県公立小，2017）
• 小学校第５学年「変わり方のきまり」（第2時／全2時間）

（埼玉県公立小，2007）

実践事例の分析から抽出された要素

ア．多くの実践において，当面の問題（狭義の意味）

から次の問題（狭義の意味）へと発見的な気付き

をする発見的発展の状況を繰り返しながら，少し

ずつ構造化が進む。

イ．「困難」な場面を経験することにより，「統合」や「簡

潔・明瞭・的確」，「一般化」が働き，認知的理解を

確かにし，構造的発展の状況に達する。
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実践事例の分析から抽出された要素

ウ．構造的発展の状況から，さらに，発展的に考えを進める

展開の実践は少ない。さらに，発展的に考えを進める展

開の実践であっても，そのきっかけは教師による問題の

提示によるため，学習者が発展的に考えを進めようとし

たものとは認め難い。また，さらに発展的に考えるため

の時間を保障することも難しい。

エ．その一方で，学習者の発見的発展の構えや構造的発展

の構えを形成したり，発見的発展から構造的発展へと展

開する過程における気付きを促すことや顕在化すること

において，教師の口癖や態度癖の働きに注目する必要

がある。

複合図形の面積指導

図１ 分割 図２ 補完

 それぞれが別個のものとして学習され，面積を求めることの基
本は正方形・長方形であるという統合的な見方が学習されてい
ない。

 教師の発する発問・指示への応答であり，学習者の主体性は発
揮されていない。
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実践事例の分析から抽出された要素

エ．その一方で，学習者の発見的発展の構えや構造的発展

の構えを形成したり，発見的発展から構造的発展へと展

開する過程における気付きを促すことや顕在化すること

において，教師の口癖や態度癖の働きに注目する必要

がある。

学習者にとって発展的に考える姿の範となる行為（教師の

口癖や態度癖等）を，学習者にモデルとなる働きかけとして

提示するモデルプレートの開発。

開発したモデルプレート【暫定版】

発展の状況 具体的な数学的活動の局面 学習者の心理 モデルプレート（学習者の範） 指導者の心がけ

ａ１．何に目をつける？

ａ２．何（何と何）を調べる？

ｂ１．何か気付いた？ ◇分析しての気付きの視点を与えたり、学習者の気付

きを価値付ける。また、気付きのきっかけを尋ね、気付

きのモデルとして奨励し、学習者全体に共有化する。

ｂ２．調べてみたいことがある？

ｂ３．考えてみたいことがある？

ｂ４．今までとどこが違う？

ｈ１．面白い考えだね。

ｈ２．やってみようか。

ｃ１．何か分かった？

ｃ２．何から分かった？

ｃ３．前の学習と似ているところはある？

ｄ１．同じところはある？

ｄ２．他にある？

ｅ１．簡単に分かりやすく表すと？

ｅ２．算数（または数学）らしく表すと？

ｆ．一般化する。 ｆ１．いつでもいえる？

ｇ１．数量を変えてみると？

ｇ２．条件を変えてみると？

ｇ３．場面を変えてみると？

発見的発展 ａ．数量や図形及びそれらの関係に着目する

（問題解決の対象化） 気付き

◇数量や図形及びそれらの関係について敏感に興

味・関心を示し，着目する観点や考察対象を明確にす

ることを奨励し、学習者全体に共有化する。

ｂ．着目した数量や図形及びそれらの関係につ

いて分析する

気付き

◇問いの発生を奨励する。問いのきっかけを尋ね、問

いの発生のモデル（連続性、多様性、）として奨励し、

学習者全体に共有化する。

ｈ．数量や図形及びそれらの関係について無

意図的に着目・分析する。 気付き

新たな

発展

ｇ．明らかにした数学的構造と既知や身の

回りの問題を振り返って、さらに発展的に

考える。
気付き

◇学習したことのよさを活かそうとすることを奨励した

り、価値付けしたりする。

◇構造的発展の方向性にない無意図的な発展の気

付きであっても受容し、学習者の発展的に考えようとす

る態度を奨励し、学習者全体に共有化する。

構造的発展 ｃ．発見的発展の過程を振り返って数学的

構造を明らかにする。

確信

◇数学的構造を明らかにするための方法（見いだした

事柄，根拠、関連付け）を示したり、それを奨励したり

して、学習者全体に共有化する。

ｄ．既知を振り返って統合する。

ｅ．簡潔・明瞭・的確に表す。 ◇常に簡潔・明瞭に表したり、数学的表現を用いて的

確に表したり，一般化したりすることを奨励し、学習者

全体に共有化する。

困難
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４．モデルプレートの
試行と考察

４．モデルプレートの
試行と考察

発展的に考えることの内面化モデル

○ 教師から学習者にモデルプレートを提示する。

① 学習者が，モデルプレートを受け止める気持ちになっている。

② 教師がモデルプレートに示した営みを口癖または行動癖として示

す。

③ 学習者が，教師が示す口癖または行動癖から発展的に考えるこ

との営みに気付き，一時的に記憶する。

④ 問題解決や学習のプロセスにおいて一時的に記憶された発展的

に考えることの営みを意識する。

⑤ 問題解決や学習のプロセスにおいて意識している発展的に考え

ることの営みを実行する。

⑥ ⑤によって発展的に考えることができ，認知的にもうまくいったこ

とを確認する。

⑦ 学習者が，この発展的に考えることの営みを内面的な口癖または

行動癖として獲得する。
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調査の方法

調査期間 2017年５月23日～７月12日
・平成29年度全国学力・学習状況調査（国立教育政

策研究所，2017）の算数Ｂ１の問題の解決（特設，

全２時間）

・わり算の筆算（17時間）

・垂直・平行と四角形（16時間）

＊多くの教師が使用するであろう教科書の問題等を

授業化。

対象児童 秋田県公立Ｎ小学校第４学年児童29人
＊５月調査：21人，７月調査：25人

授業者 算数を専門とする教職20年の教師Ｔ

調査の方法

① 教師Ｔへ授業の説明。

② 検証授業の第１，２時を，教師Ｔが指導案作成。

③ モデルプレートの提示方法と調査方法の検討。

＊ モデルプレートは，発展の状況が変わる局面で，学習者が意

識したものを記録。複数回答も認める。

＊ 第１，２時については，教室後方よりビデオ撮影を行い，発展

の状況を確認。

④ 第３時以降の授業については，「発見的発展」と「構造的発展」

に絞って，学習者が意識したモデルプレートの発表。

⑤ 第１，２時の検証授業から１ヶ月程度経過した７月14日に，「頭

に浮かんでいる言葉（モデルプレート）」を調査。

＊ 最初に，モデルプレートの例を見ることなく思い浮かべたもの

を◎，モデルプレートの例を見て思い浮かべたものを◯。
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モデルプレートは常掲する。発展の状況が変わる局面で意識したものを記録した。

モデルプレートの提示

授業実践の実際（第1時の板書）

局面１

 問題と課題「（差が１の場合は）全部答えが９になるのかな」に

ついて，児童は興味・関心をもって取り組んでいた。
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授業実践の実際（第1時の板書）

局面２

 65－56，21－12，87－78，等についても計算し，差が１の場合が９になることを

計算結果から気付いていた。

 答えが９になることを計算結果から気付いた段階から，他の場合（差が２の場合，

３の場合等）はどうなるだろうというつぶやきが見られた。＜「発見的発展」の状況

における様相＞

授業実践の実際（第1時の板書）

局面３

答えが９になることについて疑問をもつ児童は多くはなかったが，

次の問いにした。
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授業実践の実際（第1時の板書）

局面４

 位取表を使って，答えが９になることを解決できたのは２グループであった。

 その説明を見て，他の児童も答えが９になることについて，相殺（⑩と⑩，①

と①）の操作をすること，操作の方法を説明することができるようになった。

＜「発見的発展」の状況における様相＞

授業実践の実際（第２時の板書）

局面１

第１時を踏まえて同様に答えが９になると予想する児童と，答

えが９にならないと予想する児童が混在していた。
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授業実践の実際（第２時の板書）

局面２

 答えが18になると予想する児童の発話から，本時の課題「２つと

ばし（差が2の場合）だと必ず18になるのかな」につながった。

 差が２の場合の解決はグループで行ったが，第１時に比べ，全体

に児童の集中力は高かった。

＜「構造的発展」の状況における様相＞

授業実践の実際（第２時の板書）

局面３

 答えが18になることの説明は，相殺した後の数についての

表現が，「９×２」と「９＋９」の２通りであった。しばらく２つの

表現が混在していたが，「９✕２」に収束していった。
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授業実践の実際（第２時の板書）

局面４

局面４

 差が３～８の場合についても，全ての児童が取り組んだ。

 「９×いくつ（差）」の式にまで一般化して捉える児童も見られた。

 カードの枚数を２枚から３枚に増やしてみたいという新たな発展を

考える児童の姿が見られた。 ＜「新たな発展」の状況における様

相＞

モデルプレートの反応（５月）

計 ◎ ○

ａ１．何に目をつける？ 5 4 0 4

ａ２．何（何と何）を調べる？ 1 0 0 0

ｂ１．何か気付いた？ 23 6 4 2

ｂ２．調べてみたいことがある？ 27 4 2 2

ｂ３．考えてみたいことがある？ 5 5 4 1

ｂ４．今までとどこが違う？ 0 5 3 2

ｈ１．面白い考えだね 28 4 2 2

ｈ２．やってみようか 17 9 9 0

ｃ１．何か分かった？ 18 5 4 1

ｃ２．何から分かった？ 5 3 1 2

ｃ３．前の学習と似ているところはある？ 6 11 10 1

ｄ１．同じところはある？ 10 5 0 5

ｄ２．他にある？ 3 2 1 1

ｅ１．簡単に分かりやすく表すと？ 6 6 3 3

ｅ２．算数（または数学）らしく表すと？ 3 2 0 2

ｆ１．いつでもいえる？ 10 0 0 0

ｇ１．数量を変えてみると？ 9 2 2 0

ｇ２．条件を変えてみると？ 3 11 7 4

ｇ３．場面を変えてみると？ 2 2 2 0

７月調査５月
調査

モデルプレート（学習者の範）  「発見的発展」から「構

造的発展」への構造化

 モデルプレートが機能し

ており，内面化する可能

性がある。

プレートを掲示したことも

効果的でした。プレート

の言葉で思考を動かさ

れた子どももいました。

今後の算数の授業でも

活用していこうと思って

います。

教師Ｔ
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モデルプレートの反応（５月）

計 ◎ ○

ａ１．何に目をつける？ 5 4 0 4

ａ２．何（何と何）を調べる？ 1 0 0 0

ｂ１．何か気付いた？ 23 6 4 2

ｂ２．調べてみたいことがある？ 27 4 2 2

ｂ３．考えてみたいことがある？ 5 5 4 1

ｂ４．今までとどこが違う？ 0 5 3 2

ｈ１．面白い考えだね 28 4 2 2

ｈ２．やってみようか 17 9 9 0

ｃ１．何か分かった？ 18 5 4 1

ｃ２．何から分かった？ 5 3 1 2

ｃ３．前の学習と似ているところはある？ 6 11 10 1

ｄ１．同じところはある？ 10 5 0 5

ｄ２．他にある？ 3 2 1 1

ｅ１．簡単に分かりやすく表すと？ 6 6 3 3

ｅ２．算数（または数学）らしく表すと？ 3 2 0 2

ｆ１．いつでもいえる？ 10 0 0 0

ｇ１．数量を変えてみると？ 9 2 2 0

ｇ２．条件を変えてみると？ 3 11 7 4

ｇ３．場面を変えてみると？ 2 2 2 0

７月調査５月
調査

モデルプレート（学習者の範）  「新たな発展」の状況が

見られることを明確に

捉えられたにもかかわ

らず，ｇの反応が多くな

い。

第２時の局面毎の反応

局面1 局面2 局面3 局面4

a 1 3 0 0

b 13 6 5 3

h 4 9 8 4

c 4 3 2 2

d 2 1 1 0

e 0 2 1 1

f 1 1 0 2

g 0 2 2 1

反応が多い

反応が少ない

b2．調べてみたいことがある？
b3．考えてみたいことがある？
h2．やってみようか

ｇ１．数量を変えてみると？
ｇ２．条件を変えてみると？
ｇ３．場面を変えてみると？

≒

学習者にとっては同義ではないか
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５月調査と７月調査の比較

計 ◎ ○

ａ１．何に目をつける？ 5 4 0 4

ａ２．何（何と何）を調べる？ 1 0 0 0

ｂ１．何か気付いた？ 23 6 4 2

ｂ２．調べてみたいことがある？ 27 4 2 2

ｂ３．考えてみたいことがある？ 5 5 4 1

ｂ４．今までとどこが違う？ 0 5 3 2

ｈ１．面白い考えだね 28 4 2 2

ｈ２．やってみようか 17 9 9 0

ｃ１．何か分かった？ 18 5 4 1

ｃ２．何から分かった？ 5 3 1 2

ｃ３．前の学習と似ているところはある？ 6 11 10 1

ｄ１．同じところはある？ 10 5 0 5

ｄ２．他にある？ 3 2 1 1

ｅ１．簡単に分かりやすく表すと？ 6 6 3 3

ｅ２．算数（または数学）らしく表すと？ 3 2 0 2

ｆ１．いつでもいえる？ 10 0 0 0

ｇ１．数量を変えてみると？ 9 2 2 0

ｇ２．条件を変えてみると？ 3 11 7 4

ｇ３．場面を変えてみると？ 2 2 2 0

７月調査５月
調査

モデルプレート（学習者の範）

 ５月に比べ，７月は「発

見的発展」から「構造的

な発展」の状況にかけ

ての反応が分散。

５月調査と７月調査の比較

計 ◎ ○

ａ１．何に目をつける？ 5 4 0 4

ａ２．何（何と何）を調べる？ 1 0 0 0

ｂ１．何か気付いた？ 23 6 4 2

ｂ２．調べてみたいことがある？ 27 4 2 2

ｂ３．考えてみたいことがある？ 5 5 4 1

ｂ４．今までとどこが違う？ 0 5 3 2

ｈ１．面白い考えだね 28 4 2 2

ｈ２．やってみようか 17 9 9 0

ｃ１．何か分かった？ 18 5 4 1

ｃ２．何から分かった？ 5 3 1 2

ｃ３．前の学習と似ているところはある？ 6 11 10 1

ｄ１．同じところはある？ 10 5 0 5

ｄ２．他にある？ 3 2 1 1

ｅ１．簡単に分かりやすく表すと？ 6 6 3 3

ｅ２．算数（または数学）らしく表すと？ 3 2 0 2

ｆ１．いつでもいえる？ 10 0 0 0

ｇ１．数量を変えてみると？ 9 2 2 0

ｇ２．条件を変えてみると？ 3 11 7 4

ｇ３．場面を変えてみると？ 2 2 2 0

７月調査５月
調査

モデルプレート（学習者の範）  学習者にそれぞれのモ

デルプレートの意味が

理解されていない。

全体を通して知識・理解

や技能に重点を置いた

授業が多くなりました。そ

の前に扱った単元「わり

算の筆算」であれば，ま

た違った反応になったの

ではないかと思います。

教師Ｔ
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習得型の授業を断ち切ることの難しさ

発展的に考える授業観等（発展授業）

教師

学習者

確立されていた授業観等（習得型授業）

確立されていた学習観（習得型授業）

引き戻される

引き戻される

 「構造的発展」から「新たな発展」の状況では効果が確認できなかった

わかったか？

できるようになっ

たか？

わかったか？

できるようになっ
たか？

わかったか？

できるようになっ
たか？

わかったか？

できるようになっ

たか？

わかったか？

できるようになっ

たか？

わかったか？

できるようになっ

たか？

発展的に考える

ことは重要だ

やってみたい！やってみたい！やってみたい！意欲

賛同

3.1414159265358979323846264338
327950288419716939937510582097
494459230781640628620899862803
482534211706798214808651328230
664709384460955058223172535940
812881117450284102701938521105
559644622948954930381964428810
975665933446128475648233786783
165271201909145648566923460348
610454326648213393607260249141
273724587006606315588174881520
920962829254091715364367892590
360011330530548820466521384146
951941511609433057270365759591
953092186117381932611793105118
548074462379962749567351885752
724891227938183011949129833673

５．モデルプレートの
有効性と改善

５．モデルプレートの
有効性と改善
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問題から問題へ（竹内ら，1984）

意
図

原問題
から出発し
て

発展して考えられる 問題を つくっていく

実
際
の
発
問
例

・はじめの問題

・この問題

・今やった問題

・最初の問題

・と
・に

・似た
・似たような
・同じような

・新しい
・ほかの

問題を

・いろいろ
・いくつか

・できるだけたく
さん

つくりなさい。・を ・もとにして
・ヒントとして
・参考にして

・の ・どこか少し変えて
・一部を変えて

＊竹内芳男・沢田利夫（1984）．問題から問題へ－問題の発展的な扱いによる算数・数学科の授業改善－，東洋館出版社．

「問題づくり」に向かう学習者の
心理の検討

ブルーナー（1963）

重要な要素は，発見をうながす興奮の感覚であるよう

に思われる。ここで発見というのは，以前に気づかなか

った諸関係のもつ規則正しさと，諸観念の間の類似性
を発見するということであり，その結果，自分の能力に

自信をもつにいたるのである。

問題をつくることを目的的活動にするためには，「発見

的発展」の状況が重要となる。「発見的発展」の状況に

おいて，学習者が問題に対する知的な欲求がある状態
となって，観察したり操作したりすることを繰り返すこと

が大切であり，それが原動力になる。
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改善したモデルプレート

発散の発見的発展

収束の発見的発展

幹

幹

幹

ａ２．何（何と何）を調べる？

ｂ２．調べてみたいことがある？

ｂ３．考えてみたいことがある？

ｂ４．今までとどこが違う？

ｈ１．面白い考えだね。

ｈ２．やってみようか。

ｃ１．何か分かった？

ｃ２．何から分かった？

ｄ２．他にあるか？

ｅ１．簡単に分かりやすく表すと？

ｅ２．算数（または数学）らしく表すと？

ｆ１．いつでもいえる？

ｇ４．場面を変えてみると？

ｂ１．何か気付いた？

ｃ３．前の学習と似ているところはある？

ｄ１．同じところはある？

ｇ１．この後どんなことができるのか。

ｇ２．数量を変えてみると？

ｇ３．条件を変えてみると？

ａ１．何に目をつける？

幹となるモデルプレートは，授業に
おいて「必ず提示する（言う）」もの
とし，枝葉のモデルプレートは「でき
たら提示する（言う）」，「時間があっ
たら提示する（言う）」と，段階的に
扱う。

3.1414159265358979323846264338
327950288419716939937510582097
494459230781640628620899862803
482534211706798214808651328230
664709384460955058223172535940
812881117450284102701938521105
559644622948954930381964428810
975665933446128475648233786783
165271201909145648566923460348
610454326648213393607260249141
273724587006606315588174881520
920962829254091715364367892590
360011330530548820466521384146
951941511609433057270365759591
953092186117381932611793105118
548074462379962749567351885752
724891227938183011949129833673

今後の課題今後の課題
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今後の課題

 モデルプレートの長期的使用による有効性の

検証。

 中学校数学における実践と検証。

→小学校では，12月まで調査を実施。中学校で

も，１年「比例」の実践を実施中。

今後の課題

 モデルプレートの長期的使用から発展的に考

えること（発展的な思考・態度）の内面化を明ら

かにするとともに，学習達成との関係について

も検証。（挑戦心や意欲といった情意が喚起さ

れ，学力が全体的に向上することを期待。）

 学習達成を明らかにする調査の開発も検討。
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